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1950年で、それが現在に繋がる創業

店となっています。

浅野　本誌の再発刊に向けて情報を

集めている中、ニラク様の快挙を知

りました。再発刊を飾る日本におけ

る私のインタビュー相手は御社にお

願いするしかないと思って、本日を

迎えることになった次第です。

谷口　ご期待に沿えるかわかりませ

んが、私の方こそ光栄です。

浅野　本日はお忙しい中、御社が香

港証券取引所メインボードに上場し

た軌跡をお話し頂けるということで、

マカオから飛んでまいりました。

谷口　はい。弊社は、私の父が創業

しました。茨城の南部で初めてパチ

ンコホールをつくったのが始まりだ

ったようです。その後、下館に２号店、

３号店と開業していくのですが、そ

の間に親戚が集まって、各々がいろ

んな仕事をしている中、一緒に商売

やらないかということで、親戚一同

で力を合わせてお店を営むに至った

そうです。父は自分だけ母と子供た

ちを連れて郡山に来ました。郡山は

今では音楽の街になりましたが、当

時は「東北のシカゴ」と称されたこ

とからもわかるように大変な街だっ

たようです。

　その街に初めて店を作ったのが

本誌発行人

浅野 哲
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谷口久徳（たにぐち・ひさのり）
1962年福島県生まれ。1983年に株
式会社ニラク（旧・二楽会館）入
社、1987年に取締役、2007年に常
務取締役営業本部長、2010年に代
表取締役社長、2011年に日遊協東
北支部長、2013年に同副会長とな
る。2014年6月、株式会社ニラク・
ジー・シー・ホールディングス取締
役兼代表執行役社長となる。

株式会社ニラク・ジー・シー・ホールディングス代表執行役社長
株式会社ニラク代表取締役社長
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積ませてもらっていたのですね。

「苦労は自分たちがするから、お前は

この会社を変えていけ」と言われた

時、なにか暗黙の兄弟の強い絆を感

じずにはいられませんでした。彼ら

の支えがあったからこそ、一つの枠

にはまらない考え方で勝負させても

らえていたのだと思います。

　当然、失敗だらけでしたけど、自

由にやらせてもらえたという感謝の

浅野　東北の福島県郡山から香港証

券取引所に上場されているのは御社

だけかと思います。他の業界でも知

る範囲では東北圏にないですし、こ

れはもう快挙です。なぜ志されたの

か、どういう環境にいたら、それを

志すことができたのか、お聞かせ願

えますか？

谷口　今から８年前に創業者である

父が他界し、社長としては私の兄が

２代目、私が３代目社長となります。

私の上にはもう一人兄がいて、その

兄弟３人で、生前の父から受け継ぎ

はじまった会社です。当初は様々な

ことがありまして、兄たちも相当苦労

しながら事業を運営していました。

そんな中でも私は三番目でしたから、

どちらかというと自由にやらせてもら

えていたのです。

　今考えると、いろんなキャリアを

谷口久徳
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谷口　22年前です。ですから、その

頃の新卒たちが育ってきていて「今

こそこの会社で俺達に活躍させてく

れ」という雰囲気が業務改革という

ような場面に出はじめていました。

「君らで新しいビジョンを作るか？」

と聞いてみたところ、彼らから「自分

たちで作ってみたい」と、「ニラクの

20年後のビジョンを作ってみたい」

と返ってきたのです。

　実は、その前に２代目社長である

私の兄が５年ごとのニラク20ヵ年経

営計画を作っていました。創業者で

ある父は生業・家業から企業へと続

く道をつくり、その道を兄がしっかり

と真の企業化にすることで繋ぎ、徐々

に変革していく時代に向かって走り

出していたのです。

　それを目にしていた当時の新卒採

用の社員たちが、入社して10年経っ

て「先の20ヵ年経営計画が終わった

ら次の20年は自分たちがつくる20

年だ」ということで、一生懸命に活

動を推進していきました。

浅野　なるほど。そこに上場へ繋が

るヒントがあるわけですね。

谷口　ちょうど東日本大震災の１年

前にニラクの新しいビジョンを作ろう

ということになりました。過去の延長

線上ではない、全く新しい論理を組

み立て、その延長で線を引き直して

考え、答えを出していくというプロジ

ェクトです。約１年かけて全社員を

各エリア毎に集め、社員一人ひとり

が「20年後のニラクと自分」を描き、

数え切れないほどのディスカッショ

ンやプロセスを経て、集約していく

作業を重ねました。

　そして今から４年前、最終的にそ

れをまとめたものを新たなビジョン

として制定しました。社員一人一人

が描いて、自分たちで進むべき未来

を決めたビジョンです。このビジョン

を第二次長期経営計画として、その

実現に向けて進んでいるのです。

浅野　全てがビジョンに描かれた通

思いが「これじゃ駄目なんだ」とい

う心に抱いている強い信念のような

ものにだんだんと変わってきました。

　そうした中、過去のしきたりや風

習を全部見直しながら、チェーン展

開できる企業風土を会社全体に作ろ

うと、２代目の社長を務めていた兄

から指示がありまして、一大改革プ

ロジェクトを発足するに至りました。

現在ある全ての仕組みが、このプロ

ジェクトから生まれたものです。

　その頃、株式会社日本リテイリン

グセンターの「ペガサスクラブ」に

加盟して、当時の幹部全員でチェー

ンストア経営を必死に学びました。

その中で、これから店舗数を増やし

ていくために、まずオペレーションシ

ステムが必要だと気づき、業界のオ

ンリーワン企業となるべく全ての課

題を絞り込み、店舗における調査と

実験を繰り返しながら最高の支持率

と効率を生み出す企業創りを目指し

て改革に取組みました。

　これはパチンコにおける業態フォ

ーマットの開発でした。大衆の普段

の暮らしに豊かさをもたらす日常型

のエンタテインメントを提供するた

めに３つの方針を軸とした売り方の

仕組み作りが必要でした。

①全ての判断基準をお客様視点から

考え行動する

②改革は現場からしかできないと考

え行動する

③お客様の声に耳を傾け、期待を満

たし、それを上回るようにすること

　このようなことから改革を進め、

私が担当した全社の業務改革が少し

ずつ風土を変えるきっかけとなって

いきました。

　こうして、社内に意識の変化が定

着した頃に父が亡くなり、創業から

の精神を引き継いでいる商売を、こ

れまで以上にどう未来に繋げるかを

考える中でグローバル化が結びつい

てきたのです。新卒採用の社員たち

も経験を積み人財面でも厚くなって

いましたし、彼らの将来の事も考え

なければなりませんでした。

浅野　いつ頃から新卒採用をはじめ

ていたのですか？

　　客様から本当に必要だと言われる

パチンコホール企業になるというビジョンです。

お
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りなのですね。

谷口　最初にビジョンを見たときに

一番驚かされたのが、大きく２つの

志にまとまっている点でした。

　その一つは、とにかくパチンコ事

業で日本一になろうと。つまり、日本

一支持される、お客様から本当に必

要だと言われるパチンコホール企業

になるというビジョンです。

　そして、もうひとつが海外事業。

グローバル企業化を目指すものでし

た。この大きな２つのビジョンが、バ

ランス的に本当に半々だったことが

正直なところ意外でした。

　これからの日本のマーケットは少

子高齢化、人口減少社会が進み、産

業や人口も含めて、地方都市はこれ

から30年後、疲弊していくのは目に

見える現実です。そういう意味では、

パチンコ事業もそうですが、将来を

見据えた新しいやり方を考えなくて

はなりません。変えて良いコトと、変

えてはいけないコトを見極め、革新

しながら企業としての社会的使命を

果たし、続けなければならないと改

めて強く思いました。

　私どもは、あと30年余りでちょう

ど創業100年を迎えます。社員が築

き上げたビジョンに沿い、100年以

上続く企業を創るための一つのイン

フラを整備するのが、おそらく私の

仕事なのだろうという認識を持ちま

した。ちょうどその頃、ダイナムさん

が上場したのです。しかし日本の証

券市場を見ても、なんとなく株価が

上がったり下がったりしてはっきりし

ないわけです。日本だろうが、海外

だろうが、まず上場のメリットを十分

活かせるような企業体を絶対に作ら

なくてはならず、そのためにも着手

する場は香港しかない。そう決意し

て香港へ相談に行きました。

浅野　その後、すぐに上場するに至

ったわけですね。

谷口　とても大変でしたが、私に課

せられた使命だと認識し、上場を決

意しました。人々の幸せな時間を創

ることを自分の使命にしたいという

思いと同時に、必然としか言いよう

のないタイミングが重なり、世の中

における責任感が湧いてきました。

　自分の命（めい）を知らされた、

という時期でした。これは別の言い

方をすれば、世に対する責任感と申

しましょうか、その時のそんな覚悟

があったからこそ、やるのだ、出来

るのだということを強く感じました。

　ただ、私たちが上場した時は少し

審査が厳しくなった時期だったよう

です。そのような意味では、実に厳

しいタイミングでの上場でしたが。

浅野　天命のようなものを感じたの

でしょうか？

谷口　そうですね。そのような表現

もあるのかもしれませんが、その言

葉は少し重いので、あまり使わない

ようにしています（笑）。

　人は誰でもそれぞれ天から与えら

れた素質、能力がある。これを「命」

と言う。自分はどういう「命」を与え

られているか、それを知ることが「知

命」である。自分の命を知って、完

全に発揮していくことが「立命」で

ある…という、ある人の言葉がありま

す。勇気を持って、行動していかな

ければ、長期経営計画も絵に描いた

餅に過ぎません。

　パチンコ事業をあたりまえのよう

に、お客様が「行ける店」にしてい

かなければならないと思います。「行

ける店」とは、行きたいと思った時

に近くにある店。所持金を気にせず

に遊技台に座れる店。今日は気分を

変えられるような声を掛けてもらい

たい時に行ける店。やめたい時にす

ぐにやめても悔しい思いをしない店。

毎日通いたい店。気の合う人と気軽

に行ける店。行くことが自慢になる

ような店…まだまだありますが、こ

のような素晴らしい業態に変えてい

くこと。これが私の使命なのではな

いかと思っています。

　30年、50年、100年のサイクルで

物事を考えていくと、それぞれの産

業における事業の環境や経済活動の

良い時期も悪い時期もあります。こ

のバランスを取りながら、このニラク

という会社を100年続く企業として

存続させる大きな柱を作っていくこ

とが、経営者である、私の最大の責

任です。これを成すため、第一にイ

ンフラ整備を行い、上場して、その

メリットをしっかりと活かし、あらゆ

る世界のすばらしい企業やその方々

と一緒に様々な事業を生み出してい

きたいと思います。そのための最大

の入口として、香港上場という手段

が良いのだろうと感じていたことも

あり、決意するに至りました。

浅野　現在は100年計画の中では階
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進めるための新しい組織改革に着手

しました。常に革新の流れが巻き起

こせる組織文化をつくり、助長させ

定着させたいと考えています。

浅野　アクションプランを作られて

いるところですか？

谷口　そうです。いよいよそこに人

財を配属していきます。

浅野　配属する人財を選んでいる段

階で、やはり外部の風を採り入れた

いといったところでしょうか？

谷口　外部の風を入れて初めて体力

や精神力がついていくと思います。

浅野　上場をなさって、資金の90％

は日本でのパチンコの展開に運用す

るといった記述を目にしたのですが

本当なのでしょうか？

谷口　はい、目論見書の通りです。

真の上場の目的という意味では、当

社は少し変わったケースなのではな

いかと思います。香港上場は、やは

り本業であるパチンコ事業の柱を、

まずはしっかりと作るための戦略で

した。上場の目的の一つとして、資

金調達は言うまでもありませんが、

それ以上に、この上場という一つの

出来事によって、パチンコという事

業の社会的評価の向上という大きな

目的もありました。

　これからは、当社の全ての従業員、

そしてそのご家族にとって、胸を張

ってこの業界で働いていることを伝

えることが出来るようになっていくと

確信しています。当社の上場が、こ

の業界や業界で働く全ての人たちの

社会的評価の向上に寄与することが

できればこれほどの喜びはありませ

ん。社会的評価の向上には、それぞ

れの企業や団体で様々な方法がある

段を上りはじめた段階ですね。

谷口　そうですね。これをきっかけ

にするという意味に捉えてもらって

宜しいかと思います。

浅野　上場して約１年になりますが、

その間に変化はありましたか？

谷口　正直申し上げて、先ほど階段

を上ったという話をしましたが、まだ

どの階段を登ろうか選別していると

ころです。日本の産業そのものも、

初めて経験する厳しい環境を打破す

るべく、様々な施策を推進している

状況にあります。

　パチンコ産業もそうした外部環境

の影響を大きく受けています。上場

後の我が社としては、パチンコ産業

全体の環境変化に対応しつつ、内部

的には厳しい上場基準が要求されて

います。そして更なるガバナンスと

コンプライアンスの強化を常に求め

られています。しかし、まだ社内を

見渡すと、まだまだ上場企業として

継続していくに求められる精神力は

弱いのではと感じています。上場企

業として、各ステークホルダーの要

求に応えていくだけの強い精神力を

身につけていかなければなりません。

　また、外部の風を社内に吹き込ん

でいく必要があるとも考えています。

　弊社は比較的に新卒を中心にした、

社内で育成した人財が多い会社で

す。これは非常に良いことだと思っ

てはいるのですが、反面一つの考え

方に偏りがちになり、判断も狭い領

域でしかできなくなります。今後は

新しいグローバルな上場企業として

香港に上場しましたので、新鮮な風

も多く吹き込ませながら、しっかりと

した体力と精神力を養っていくこと

が必要になると考えています。

浅野　まだ１年ですからね。

谷口　私どもは、まだ小さいですが、

「郡山シティホテル」というビジネス

ホテルとスペイン料理店の経営も行

っています。

　スペインのマドリードに本拠を置

くヨーロッパを中心にレストランチェ

ーンを展開するコメス・グループが

日本でのフランチャイズ権を受ける

ところを探していましたので、彼らの

オリジナルであり最も店舗数が多く、

成功している「LIZARRAN（リザラ

ン）」というスペイン・バルの日本で

のマスターフランチャイズ権を取得

しました。

　グローバル化に対応してく中で、

社員を鍛えるという意味においても

最高のチャンスだろうということで、

契約をした次第です。一号店は赤坂

見附、二号店は西新宿にあります。

浅野　ということは、将来的にそれ

はフランチャイズ化する権利を有し

ているという事ですか？

谷口　はい、もちろんサブフランチ

ャイズする事も可能です。人財を鍛

えるには大変良いと思い、契約をし

ました。私自身、レストラン事業でも

チェーン展開するシステムにとても

魅力を感じてましたし、大変興味が

ありました。

浅野　ペガサス仕込みでしょうか？

谷口　そうです。パチンコ事業にも

逆輸入できれば非常にメリットが大

きいと思いましたし、弊社はパチン

コ事業に精通した社員がほとんどで

すから、もっと外部の環境に触れさ

せる機会が必要です。そこで違った

意味での精神力もついていくものと

思っています。

　また、今年１年でいよいよ新しい

長期経営計画を進めるための土台に

なる中期経営計画が始まり、計画を

　　チンコという事業の社会的評価

の向上という大きな目的 もありました。

パ
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と思いますが、私どもは今回の上場

が最も我が社らしい選択であったと

考えています。

　香港証券取引所を選択した理由と

して、一つは日本での上場への道筋

に光明をなかなか見いだせないこと

もあったのですが、世界中のマーケ

ットの中でも香港は現在世界でも重

要な国際金融センターとして位置づ

けられており、資金調達の面などか

らみても、アジアを代表する有数の

証券取引所との評価を受けています。

今後、アジア市場で通用するエンタ

テインメント企業に成長するために

も香港証券取引所へ上場することが

足掛かりになればと考えていました。

浅野　そういうことですね。結果は

良い方向に出ていますか？

谷口　そうですね。だんだん良い方

向に出てきています。

浅野　香港証券取引所での御社の株

価の動きは如何なものですか？

谷口　株価は上場時よりも下げてい

ますが、現時点で大きな変動はそれ

ほどありません。昨年度下期より弊

社の中で一番規模の大きい福島太平

寺店をグランドオープンさせること

に集中してきました。この福島太平

寺店のオープンを起点に業績回復の

ための戦略を立て、課題達成のため

の様々な施策を全社一丸となって実

行に移しています。

　世界同時株安の明確な原因が見当

たらない中での、予期せぬ相場変動

や、マカオのカジノ株や、中国、上

海市場の株価の変動につられ様々な

影響を受けながら株価が推移してい

るため、株価の変動を予測するのは

困難だと思っています。

浅野　そうですよね。

谷口　もともと減速が鮮明であった

中国経済の後退感による影響もあり

ますが、マカオ経済も複数の大型 IR

施設が開業予定と伺っています。

2016年マカオのGDP成長率もプラ

スに転じる予測がありますし、近く

低迷期を脱する見通しではないでし

ょうか。

浅野　パチンコ業界もこれからが正

念場ですね。

谷口　そうですね。グローバルな視

点でお話しすると、現在はアジアの

中間所得が約５億人おり、それが

2020 年には17億５000 万人になる

と言われています。この方々をター

ゲットに当社のグローバル戦略を実

践していきたいと思うのです。この

戦略の重要な土台をつくるために必

要なコトとして、持株会社である株

式会社ニラク・ジー・シー・ホール

ディングスと各事業会社の資本と経

営をしっかりと分けながら、各事業

会社が様々な戦略を推進しやすくす

る体制を構築していきたいと考えて

います。

浅野　海外のビジネスについてはこ

れから本格化するのですか？

谷口　そうです、これからです。弊

社のビジョンである「ホスピタリティ

とエンターテイメントを革新的に融

合させたビジネスを実現させる」た

め「ニラク・グローバル・コミュニテ

ィ・ホールディングス」という持株

会社を設立しました。これらのビジ

ョンは、従業員の叡智を集めて作ら

れたものであり、我々の志はここにあ

ります。その意味も含めてニラクの

一つのビジョンをグローバルに、つ

まり地球規模で展開していくという

ことです。このような思いを込めた

意味も含めて会社名を制定しました。

　そして最後にコミュニティという

名前が付いています。これは我々の

パチンコビジネスモデルというもの

を十分に理解し、ホールで起こる様々

な事象、そしてご来店頂いているお

客様の状況などを見ますと、やはり

そこにはその店を中心にした目には

見えないコミュニティが存在してい

ます。

　これからの事業成功の最大の要因

はこのコミュニティをいかに作り上げ

るかという戦いになると考えていま

す。地域に求められるビジネスを創

り上げていくことが重要です。

　さらに、我々のビジョン実現のため、

歩みを共にしてもらえる企業間での

コミュニティを作っていきたいという

意味も込めて、コミュニティという言

葉を付けました。

　ニラクがグローバルに展開する最

大の戦略は「コミュニティ」である

と考えています。まだまだ道半ばで

はありますが、そのような会社を新

たにスタートさせていきたいですね。

ニラク・ジー・シー・ホールディン

グスそのものが、これから本当の意

味での機能を持ち、ここに様々な事

業を行う事業体を創造していくので

す。今後も拠点である東北に根差し

ながら、ホスピタリティとエンターテ

イメントを革新的に融合させたビジ

ネスをグローバルに発信し、拡大さ

せていきたいと考えています。

浅野　日本のホスピタリティは、東

南アジアではすごい差別化につなが

りますよね。

谷口　その通りです。私は日本に初

めてホスピタリティの精神を育てる

きっかけをつくったのは千利休が最

初ではないかと思います。歴史を遡

っていけば明らかですが、千利休は

日本人のおもてなしの精神茶道にお

ける人間の心がけ、奉仕の行為を体

現した安土桃山時代の茶人です。一

般的におもてなしとは、ホスピタリ

ティと訳されることが多いですが、

おもてなしには、「ふるまう」や「ご

馳走する」という意味があるそうで

す。「ご馳走」すると言いますか、「馳

走する」。昔は今のように食材が簡単
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　　ローバルに展開する最大の戦略は

「コミュニティ」であると考えています。

グ
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う枠組みの中で物事を考えていても

前に進んでいくことはできません。

海外で様々なノウハウと経験を培い、

それを日本に逆輸入して、今までに

ない産業を創り上げていくことがと

ても大事な事だと思います。

浅野　つまり、パチンコ業界を変革

し、真の産業化を目指すということ

でしょうか？

谷口　そうです。真の産業というの

は簡単に言えば「なくてはならない

こと」ですが、パチンコ業界は、ま

だまだなくてはならないものになっ

ていないと思いますし、志を共にす

る従業員とその子供たち、ご家族の

皆様のためにも、そうした産業に変

わっていかなければならないと思い

ます。

浅野　最後にお聞きしたいのですが、

やはり福島県には何か特別な思いと

いうものをお持ちなのでしょうか？

谷口　はい。地元である福島県に恩

返しができる大きな企業体にしたい

と考えています。企業がどんなに大

きくなっても福島を離れることなく、

地域に密着していきたいと思ってい

ます。わが社は福島県で60年以上

育てて頂いた企業であり、本社は郡

山にあります。香港上場や、たとえ

震災があろうともニラクが事業体と

して創業した地です。この創業の地

でなんとか、本当の意味でのグロー

バル企業になりたいと考えています。

アメリカのニューヨークにある企業

や日本における東京の企業だけがグ

ローバル企業ではないと思います。

香港証券取引所への上場によって、

福島県からグローバル企業がどんど

ん出るような、一つの足掛かりにな

れればと思います。福島県には若手

経営者も数多くいらっしゃいますの

で、我々の香港上場や今後海外にも

チャレンジしていく事が、彼らの事

業拡大の意欲を掻き立て、積極的に

海外にもチャレンジする良い機会と

なり、素晴らしい企業が続々と誕生

にお店で買えたわけではありません。

食事をふるまうために、馬を馳せた

り自分で狩りや収穫をし、それこそ

走り回ってふるまったわけです。お

客様のために走り回っていかにおも

てなしするかを一生懸命に考え、行

動する、私はこのようなことが日本の

ホスピタリティではないかと考えて

います。世界には日本のこうした文

化はなかなかありません。

　今回、私どもが上場しました香港

は、ロンドンやニューヨークと並ぶ

世界でも重要な国際金融センターと

位置づけられており、世界経済にお

ける確固たる地位を確立しています。

上場にあたり、私自身も香港に足を

運ぶ機会が増えましたが、街を歩き

ますと色々な言語が飛び交い、多種

多様な人種と文化が触れ合っている、

実に刺激的で魅力的な環境がある街

だとつくづく驚かされています。他

の新興アジア諸国も同様の様相だと

思っていますし、このような多様性

のある国や街に、日本のホスピタリ

ティは十分に受け入れられる可能性

があると確信をしています。

　こうした面からも、これまで我々

が日本で60年以上商売を続けながら

培ったQ・S・C（クォリティ・サー

ビス・クリンリネス）のノウハウを今

後は海外に輸出して、そこで出来上

がった新しいノウハウをまた日本に

持って返ってくるという様に、相乗

効果を上げていくことができればと

考えています。

　今回、海外からパチンコはどのよ

うに見えるのかということが上場し

て初めてわかりました。様々な産業

でグローバル化が進む中、どうして

パチンコは日本だけで70年も続いて

いるのか、日本のレジャーとは一体

何なのか、内からではなく、外から日

本を見ていく必要があります。こうし

たことは、やはり海外に上場しない

と出来ないと思います。

浅野　それもまた、上場に至った理

由の一つなんですね。

谷口　あとは、やはりパチンコホー

ルの業態、フォーマットを確立して

いかなければ勝ち残っていくことは

できません。パチンコ事業そのもの

を日本でしっかりと定着させられる

業態に変えていく必要があります。

浅野　パチンコ産業の停滞がはじま

ったのは、ここ２～３年ですか？

谷口　そうですね。本格的に停滞し

始めたのは３～４年くらい前ではな

いでしょうか。

浅野　その前は超優良業種でしたよ

ね。それをまた違った意味で超優良

業種にすることを目指すと。

谷口　はい。今思えば、デフレと言

われ続けたここ15～16年で可処分

所得の概念も生活習慣も随分と変わ

りました。この先、人口減少、少子

高齢化がますます進んでいきますの

で、パチンコ産業に限らず、市場が

縮小していくのは避けられないでし

ょう。ただ、その下降曲線を緩やか

にしていくことはできます。今、最も

求められているのは、いつでも来て、

いつでもやめられる「身近で手軽な

遊び」です。それに合った新しいパ

チンコホールの業態、フォーマット

に変えていく必要があります。これ

までと同じやり方では通用しません。

世の中の人達が初めて経験するよう

な社会になっていかなければならな

いと考えています。

浅野　その道をニラクが切り開いて

いくということでしょうか。

谷口　はい。そのためにも日本とい
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日本で育った

遊技文化であるパチンコ

かせてこの10年間仕事をして来たの

は、「好きな人と、好きなことを、好

きなようにやる」。

谷口　それは最高ですね。

浅野　「好きな人」っていうのは別に、

気心が合うとか好きだとか、そうい

う事ではなくって、尊敬できる、そ

ういうもっと複雑な気持ちが「好き

な人」ということなんですね。

　今日は好きな人と、好きなことを、

好きなようにできました。リスペクト

しますから。

谷口　本当に嬉しいですね。ありが

とうございました。

浅野　お忙しい中、お時間頂いて、

ありがとうございます。

（文中敬称略）

し、福島県が東北の中心地と言える

立派な県になっていけるのであれば、

我々が 60年以上、この地福島県で

商売させてもらってきた最大の恩返

しだと思っています。

浅野　福島起点のグローバル企業と

いうスタンスは100年経っても変え

るつもりはないということですね。

谷口　変えるつもりはないです。震

災直後、地域の金融機関の皆様、お

取引先様から多くの支援や応援、お

言葉を頂きました。また、被災地の

店舗が再オープンした時には、地域

の多くのお客様がご来店され、従業

員とお客様が抱き合い、再会を喜ん

で下さいました。パチンコ事業を通

じて、地域、社会への貢献をしてい

くことは当然ですが、このような店

舗とお客様との信頼関係があるコミ

ュニティの場になることが非常に大

事であると思っています。

　震災以降、我々の香港証券取引所

への上場というのは、企業体として

本格的にこれからビジョン実現のた

めに精進するという良い旗印になっ

たと思います。

浅野　チャレンジ精神ですね（笑）。

谷口　これだけはもう、必ずやり遂

げる覚悟です。

浅野　楽しみですね。

谷口　そうですね。

浅野　ありがとうございました。

谷口　すみません、御社の趣旨と、

合っていましたでしょうか。

浅野　合ってます。たまたま香港証

券取引所に上場した福島県の会社が、

パチンコ業界だったということだけ

のことですから。そういう括りで、お

邪魔してますので。大感激ですよ。

　私、ちょっと自分のことを話して

恐縮ですが、社長と一緒で、自分に

言い聞かせているポリシーがありま

してね。「負けない、逃げない、あき

らめない」、これがまず１つと。55歳

で 280円から起業した時に思ったの

が…思ったというか、自分に言い聞

Niraku GC Holdings Inc. Colum
n

　福島県郡山市を拠点とするニラクは

1950年に創業（会社設立は1969年8

月）。1954年には福島県郡山駅前に「二

楽ホール」を開店。

　パチンコブームの高まりと、戦後日本

の経済的繁栄と共に成長する。現在では

福島県最大のパチンコホール運営会社と

して、福島県を中心に宮城県、山形県、

新潟県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉

県、東京都、神奈川県などでパチンコチ

ェーン56店舗を展開する日本ではトップ

クラスのパチンコホール運営会社。

「明るく、楽しく、面白く」を提供するこ

とで、地域の人々の幸せな時間を創造す

ることを経営理念として掲げている。

　地域の人々の関係も「表面だけの社会

貢献活動は行わない」として、本当に求

められていることを厳選して取り組むと

いった姿勢を持ち、障がい者の方々と共

に働くための特例子会社「ニラクメイ

ト」を創設したり、東日本大震災後には

福島の企業と首都圏の学生を結ぶため

の無料高速バスの運行を実施するなど、

強い意志を感じさせる活動が目立つ。

　福島では地元プロバスケットボールチ

ーム「ファイヤーボンバーズ」のスポン

サーとなり、地域に密着した社会貢献と

して、地元の方々に喜ばれている。

　また、女性が活躍できる雇用環境の整

備を行うとして、正社員に占める女性社

員の入社年度ごとの比率を40%以上する

と宣言、採用後も育児休暇制度の構築な

どに取り組んでいる。

　資本金30億円、売上金309億円、営業

利益14億円。2015年4月8日に香港証券取

引所メインボードに上場。パチンコ業界

ではダイナムジャパンホールデイングス

に次いで2社目の香港上場企業。

　上場によって調達した約53億円は新規

出店費用と営業戦略の精度を高め、デー

タ分析を行い、顧客ニーズに沿った営業

戦略を作り上げるためにITへの投資に

充てるとしている。

証券コード 1245 のパチンコホール

2016年4月8日オープン　福島太平寺店

福島県福島市太平寺字坿屋敷35番地
　(パチンコ640台、スロット640台、計1280台)
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